
 

 

 

 

 

 

１学期が無事に終わり、７月２１日から８月３１日まで、子どもたちの

楽しい夏休みとなります。子どもたちが、家庭や地域で安全に過ごせ

るように、身近な所での見守りにご協力をお願いいたします。 

皆さんも、体調管理にご留意され、お元気に夏をお過ごしください。 

 

 
 

 開会にあたり、草川会長より「新型コロナウイルスの感染が再拡大している。ウイズコロナで活

動をしていく必要がある。」とお話がありました。西川校長からは、「コロナ禍ではあるが、１学期の

学校行事やゲストティーチャーにお世話になった地域学習は、工夫して進めることができた。学校

ホームページでも見ていただきたい。」とお話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度から始まる複式学級（2・3年生）で、安心して学べるよう、市への要望内容について協議

しました。市内の複式学級では、音楽や体育は、２学年合同で同じ内容を学習し、算数は、１時間の

中で、一人の先生が２学年を半分ずつ直接指導する「わたり授業」を行っている学校があります。 

昼生小学校でも、教員の加配を要望した上で、同様の形態が想定されますが、協議では、子ど

もたちのために、「わたり授業」をすべて解消できるように、教員の加配を要望していこうという意

見が出されました。また、主に次のような意見が出されました。 
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運動会スローガン「自分から取り組める昼生っ子」を玄関に掲示し、挨拶や 

掃除にも進んで取り組んでいる。生活面については、地区集会でも話し合った。 

１年生：縦割り班で多くの人と関われた。大勢の中では、緊張する場面もある。 

   ２年生：仕事や挨拶ができる。相手の呼び方に気をつけていきたい。 

   ３年生：まち探検で、ゲストティーチャーに案内をしていただいて学習した。 

   ４年生：中ノ川で生き物を調べ、環境問題についてゲストティーチャーに教えていただいた。 

   ５・6 年生：スマホやテレビ、ゲームの時間が多く睡眠時間が短い実態がある。 

 

☆委員からは、「挨拶は、言葉だけでなく内面にせまっていくことが大切である。」「挨拶には、人

間関係の中で、相手に伝えたい思いがある。つながりを見ていく必要がある。」「言葉遣いも

大切だが、気持ちを正直に出してほしい。」「登下校の見守りをしている人へのありがとうを伝

えてほしい。」などの意見がありました。 

 

 

 

 

 

【図書室掲示】 



  ・来年度は、複式学級の設置校が４校となる。市として、複式学級を経験した先生の声を集め、こ

れからの複式教育の在り方についての基本方針や運用マニュアルを策定してほしい。 

  ・地域の人が子どもの学習支援を進めやすいように、市として、予算も含め、積極的に子どもを

支援するしくみをつくってほしい。 

  ・地域の教員OBに支援に入ってもらえる体制をつくってほしい。 

  ・異動で複式学級の経験のある先生に来てもらえるとよいのではないか。 

・先生が、しっかりと研修できる体制をつくってほしい。 

  ・教室の設備では、コピー機能のあるホワイドボードを要望したい。 

  ・市では、複式教育を解消するために子どもの数を増やす方法を考えているのか。市の考えを基

本方針に入れられるか検討してほしい。 

・来年度は、学校運営協議会に「魅力ある昼生小学校づくり」に関する部会を組織したい。 

 

これらの意見を集約して、市への要望内容を整理していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会の篠原副会長は、法務局勤務のご経験があり、「いじめ」をなくしていくた

めの取組について、リーフレットをもとにお話しいただきました。 

                       ・いじめの定義は、「いじめ防止対策推進法」に示されており、い 

じめかどうかの判断は、いじめられた子どもの立場に立って行 

う必要がある。 

                       ・調査結果から、多くの子どもが入れ替わりながらいじめられる 

実態があり、だれにでも起こりうる。 

                       ・いじめをする子ども、いじめを受ける子どもの関係に見えるが、 

これらを取り巻く、はやしたてる「観衆」や見て見ぬふりをする 

「傍観者」がいる。この立場の子どもたちが、いじめを許さない 

行動をとることや雰囲気をつくることが大切である。 

 

 

 

 

 

 ・いじめをさせないためには・・・ 

  背景に欲求不満や劣等感があるので、自分の存在感

や自尊感情を大切にしていく必要がある。そのために、

子どもとコミュニケーションを深め、悩みを解消していく

取組が必要である。 

・いじめについては、相手の立場になって考え、重大な人

権侵害であることを理解させる。 

 ・いじめを見逃さないために、普段から話し合ったり、変化

をよく見たりすることが大切で、気になることは、学校に

相談したり、SOS ミニレターに書いたりしてほしい。 

 

 

 


